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 Delivery period : 23 March 2018

 Delivery place : Place(s) specified by Di‑

rector of Financial Department Japan

Broadcasting Corporation

 Qualification for participating in the ten‑

dering procedures : Suppliers eligible for

participating in the proposed tender are

those who have applied and been listed in

the permanent list of qualified suppliers

 Time‑limit for tender : 14 : 00, 20 June

2017

 Contact point for the notice : Purchasing

& Supplies Management Division, Finan‑

cial Department, Japan Broadcasting Cor‑

poration, 221 Jinnan, Shibuya‑ku,

Tokyo 1508001, Japan. TEL 035455
5520 FAX 0354552110

入札公告の変更
平成 29 年４月 26 日
契約担当役
独立行政法人国立高等専門学校機構
熊本高等専門学校事務部長 愛塲 優治

◎調達機関番号 593 ◎所在地番号 43
〇第２号
１ 掲載日 平成28年12月21日（号外政府調達第
239号）
２ 変更内容
94ページの入札公告の変更について、１中
「平成29年８月31日」を「平成29年９月29日」
に、３中「平成29年５月１日17時00分」を「平
成29年６月１日17時00分」に、３中「平成29
年５月31日14時00分」を「平成29年６月29日14
時00分」に、５中「By 31 August, 2017」
を「By 29 September, 2017」に、５中
「17:00 １ May, 2017」を「17:00 １ June,
2017」に変更します。

入札公告の訂正
平成 29 年４月 26 日
国立大学法人東北大学理事 佃 良彦

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 04
〇第１号
１ 掲載日 平成29年４月３日（号外政府調達第
62号）

２ 訂正内容 24ページ４段目、国立大学法人東
北大学に係る「入札公告」第１号中、１の中
「東北大学電気通信研究所」を「東北大学省エ
ネルギー・スピントロニクス集積化システムセ
ンター」に、５の中「Reseach Institute of
Electrical Communication, Tohoku Univer‑
sity」を「Center for Spintronics Integrated
Systems, Tohoku University」に、それぞれ
訂正します。

入 札 公 告（建設工事）
次のとおり一般競争入札に付します。
本入札公告に記載の工事は、技術提案を共通化
できる２件の工事を対象に、一括して公告し、審
査を実施する工事である。
本件の入札にあたっては、電子入札システムに
おいて２件の工事が別々に案件登録されているの
で、複数の工事に参加を希望する場合は、参加を
希望する工事毎に申請書の提出及び入札が必要で
ある。
申請等の受付は、土曜日、日曜日及び祝日等（行
政機関の休日に関する法律第１条に規定する行政
機関の休日）を除く、午前９時から午後６時（電
子入札の場合）。又は、午前９時15分から午後６
時（紙入札の場合（下記４の担当部局の受付時
間））とする。ただし、申請期限等の最終日の受付
時間は、電子・紙入札ともに別表１のとおりとす
る。
平成 29 年４月 26 日

支出負担行為担当官
東北地方整備局長 川瀧 弘之

◎調達機関番号 020 ◎所在地番号 04
１ 工事概要
 品目分類番号 41
 工事名
工事 国道45号 船越地区舗装工事（以下

「工事」という。）
工事 国道45号 長部地区舗装工事（以下

「工事」という。）
（工事、工事 共に電子入札対象案件）
 工事場所
工事 岩手県上閉伊郡大槌町吉里吉里～下

閉伊郡山田町船越 地内
工事 岩手県陸前高田市気仙町福伏～陸前

高田市気仙町荒川沢 地内

 工事内容
工事 アスファルト舗装工（本線）Ａ＝

79000、アスファルト舗装工（ラ
ンプ部）１式、防護柵工１式、排水
構造物工１式、情報ボックス工１式

工事 アスファルト舗装工（本線）Ａ＝
56000、アスファルト舗装工（ラ
ンプ部）１式、防護柵工１式、排水
構造物工１式、情報ボックス工１式

 工期
工事 契約締結日の翌日から平成30年10月

22日まで
工事 契約締結日の翌日から平成30年７月

24日まで
 使用する主要な資機材
工事 アスファルト約32000ｔ
工事 アスファルト約24000ｔ
 工事実施形態 本工事における工事実施形
態は下記のとおりとする。
 本工事は、総価契約単価合意方式の対象
工事である。
 本工事は、価格以外の要素と価格を総合
的に評価して落札者を決定する総合評価落
札方式（技術提案評価（Ｓ型））の適用工事
である。
 本工事は、建設工事に係る資材の再資源
化等に関する法律に基づき、分別解体等及
び特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施
が義務付けられた工事である。
 本工事は、契約締結後に施工方法等の提
案を受け付ける契約後ＶＥ方式の試行工事
である。
 本工事は、現場経験の少ない技術者の技
術力向上を図るため、主任技術者又は監理
技術者を専任で補助する技術者（以下「専
任補助者」という。）を配置することができ
る試行工事である。
 本工事は、道路舗装の長期保証を規定し
た工事である。指定した指標に適合するよ
うに、舗装の一般的な材料及び工法を使用
し、材料の選定、施工方法、施工管理等を
より適切に行うことにより、舗装の耐久性
の向上を図るものである。
 本工事は、契約締結後、労働者確保に要
する方策に変更が生じ、土木工事標準積算
基準書の金額相当では適正な工事の実施が
困難になった場合は、実績変更対象費の支
出実績を踏まえて最終精算変更時点で設計
変更する試行工事である。

 本工事は、地域外（遠隔地）からの建設
資材等の調達に係る費用について、支払実
績により設計変更を実施する試行工事であ
る。
 本工事は、「土木請負工事工事費積算基
準」等により各種工種区分に従って対象額
ごとに求めた共通仮設費率（率分）及び現
場管理費率にそれぞれの補正係数を乗じる
対象工事である。
 本工事において主任技術者を配置する場
合、密接な関係のある二以上の工事を同一
の建設業者が近接した場所（相互の間隔が
10㎞程度）において施工するものについて
は、同一の専任の主任技術者がこれらの工
事を管理することができるものとする。
 本工事は、入札説明書に対する質問とし
て、土木工事標準積算基準書に定める局特
別調査単価（臨時調査）及び見積徴収結果
に基づく資材単価（以下、「特調単価」とい
う。）に関する情報の提供希望が寄せられた
場合、主たる資材について当該情報の提供
を行う試行工事である。ただし、提供を行
う情報は、質問回答期限内に特調単価がと
りまとまっているものに限る。

 本工事は、資料の提出、入札等を電子入札
システムで行う対象工事である。なお、電子
入札システムによりがたい者は、支出負担行
為担当官の承諾を得て紙入札方式に代えるこ
とができるものとする。

２ 競争参加資格
 予算決算及び会計令（以下「予決令」とい
う。）第70条及び第71条の規定に該当しない者
であること。
 東北地方整備局におけるアスファルト舗装
工事に係る一般競争参加資格の認定を受けて
いること（会社更生法に基づき更生手続開始
の申立てがなされている者又は民事再生法に
基づき再生手続開始の申立てがなされている
者については、手続開始の決定後、東北地方
整備局長（以下「局長」という。）が別に定め
る手続に基づく一般競争参加資格の再認定を
受けていること。）。
 会社更生法に基づき更生手続開始の申立て
がなされている者又は民事再生法に基づき再
生手続開始の申立てがなされている者（上記
の再認定を受けた者を除く。）でないこと。





		2017-04-25T15:01:32+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




